教会のなかを見渡してみるとき、そこにはあまりに多くの弱さや失敗、罪や欠点を現わすものが見受けられるものなので、私たちはついこのように自問したくなります。「なぜなのでしょう？　キリストの教会たるものが、このように低迷した状態にあっていいのでしょうか？　神の民がいつも神の御力と喜びのなかに生きるということは、実際のところ、可能なのでしょうか？」
信じる心を持つ者はみな、こう答えなさい。「可能です。」
次にこの大きな疑問が出てきます。「なぜ神の教会全体はこんなにも弱々しく、大多数のクリスチャンがその特権にあずかった生活を送っていないのでしょうか？」　どのように説明したらいいのでしょう。理由があってしかるべきです。
神が全能の御子キリストをくださったのは、このお方を全ての信者を保つ者とされるためであり、信者にとっていつまでもなくなることのない現実の存在とされるためであり、私たちがキリストにあって受けているものを全て分け与え、伝達してくださるためではなかったのでしょうか？
私はキリストの教会の全てのメンバーと全ての信徒に次のことを尋ねます。
あなたは一日一日を、聖霊の力のもとに生きていますか？それとも、それなし
で生きようと試みていますか？　そんなことは不可能であると覚えておきなさい。　

あなたは聖別されていますか？　御霊があなたの中で働き、あなたの中で生きていただくために、明け渡されていますか？　
ああ、かんしゃくを起こしてしまったこと、どんなに小さいことであっても舌で失敗してしまったことなど、聖霊に明け渡されるかわりに自我の力が存在していたがゆえの全ての失敗を、神の前に出て告白しなさい。
あなたは聖別されていますか？　聖霊に明け渡されていますか？
もしあなたの答えがノーであるなら、次の質問をしましょう。
あなたは聖別されることを願っていますか？　
聖霊の力に自分自身を明け渡してもいいと心から願っていますか？
人間的な聖別では役に立たないことをあなたもよくわかっているでしょう。
私は全身全霊をこめて自らを１００回聖別するかもしれません、しかしそれでは
それは、多くの人達が肉の力のもとにあるということです。前述の御言葉の箇所もその一例です。
パウロはガラテヤの人々に、彼らは信仰によって聖霊をいただいたのだということを思い出させようとしています。彼はキリストを宣べ伝えました。そして人々はそのキリストを受け入れ、力ある聖霊をいただいたのです。
しかし何が起きましたか？　御霊によって始められたのでありながら、彼らは御霊が肉のうちに始めてくださった御業を、自らの努力によって完成させようとしたのです。これと同じ教えは、コリント人への手紙でも見ることが出来ます。

さて、私たちはここにキリストの教会において何が欠けているのか、厳粛な発見をしました。
神はキリストの教会が聖霊の力によって生きるよう召されましたが、それなのに教会はほとんどの部分において、神の霊とは離れたところで人間の肉や意志の力、エネルギーや努力によって生きているのです。これと同じことが多くの個々の信者についても言えるだろうと思います。そして、ああ、神がそのメッセージ
となっていたのか、神の前に告白しましょう。
若いクリスチャンの方々からよくこのように聞かれます。
「どうして私はこのように失敗するのでしょう？　私は心から厳粛に誓い、神
に仕える願いを持っていたのに、どうして失敗してしまったのでしょう？」
このような人たちには私はいつも次の答えを与えます。
『親愛なる友よ、あなたはただキリストのみがあなたのなかで成し遂げることのできることを、自分の力でやろうとしているのですよ。」

そして、彼らが「ただキリストだけが出来るということは分かっていたつもりです。私は自分のことは信頼していませんでした」と言うとき、私の答えはいつ
もこれです。
「あなたは自分自身に信頼していたのですよ。そうでなければ失敗することは
なかったはずです。もしもキリストに信頼していたなら、キリストが失敗することなどなかったのですから。」
ょう。それは極めて単純なことです。まず、
（１）クリスチャン生活の始まりは、聖霊を受けることにあり、（２）私たちは肉によって生きるのでなく、御霊によって生きる者であるということを忘れてしまうのが、いかに大きな危険であるのかを示しています。　さらに、（３）私たちが肉における完成を求めていることの証拠や実が何であるのかを示し、（４）そのような状態からの解放への道を教えてくれます。
聖霊を受ける


まず第一に、「御霊に始まって」とパウロは言います。この使徒は単に信仰による義認だけを宣べ伝えたのではないということを忘れないでください。
彼はそれ以上のことを教えました。彼が宣べ伝えたのはこれです。この書簡はその教えに満ちています。
つまり、義と認められた人は聖霊によって生きるのでなければ生きることが出来ないということ、そしてそれゆえに神は義と認められた全ての人に、封印のた
愛する友よ、答えは単純で簡単です。もし電車が誤った方向へ進んでしまったなら、切り替え地点まで戻ってくる以外に方向修正する方法はありません。
ガラテヤ人たちにとっても、自分自身の力による全ての宗教的努力や自らの働きによって何事かを成し得んとしようとすることから立ち返り、へりくだって聖
霊に自分自身を委ねる以外に戻って来る道はなかったのです。私たち個人にとっても他に道はありません。
　「ああ！　私の人生は聖霊の力のことをろくに知りもしない！」そのように気がついている兄弟姉妹はいますか？　聖霊の力のなかで生きる人生がどのようなものであるか、あなたには考えもつかないような神のメッセージを携えてあなたのところに参りましょう。
それは思いも及ばないほどに高く、祝され、素晴らしいものです。　
永遠の神の御子がこの世にやって来られ、その奇しき御業をなされたのが真実であるのと同じくらい、カルバリの十字架の上に死なれ、御自身の尊い血潮によってあなたの贖いを達成してくださったのが真実であるのと同じくらい、聖霊は
いながら言うことでしょう。そして彼らは、聖霊を受けた時から自分たちは聖霊の力に満たされて歩むということがどういうことなのか、あまりよく知らなかったと言うことでしょう。
それでは、この偉大なる真理をはっきりとさせようじゃありませんか。
つまり、真のクリスチャン生活の始まりは、聖霊を受けることであるということです。そして全てのキリスト教の教役者の役目は、パウロの役目がそうであったように、人々に彼らは聖霊を受けたのだということ、そしてそれゆえに聖霊の導きと力に従って生きるべきであると思い出させることなのです。
もし、この力ある聖霊を受けたガラテヤ人たちが御霊に始まったものをなおも肉によって完成させようとする恐るべき危険によって道から迷い出そうになるのであれば、自分が聖霊を受けたとはっきりわかっていないクリスチャン、あるいはそのことを頭ではわかっていても、日々の歩みのなかでそれを思い出すことも、そのことゆえに神に感謝することもないクリスチャンは、どれだけの危険にさらされていることでしょうか！
彼らは教会を肉にあって完成させようとしたのです。

　　

宗教改革が信仰による義に関する偉大なる教義を回復させたからといって、聖霊の力が完全に回復されたのだとは思わないようにしましょう。
この終わりの時に、神が御自身の教会に対して憐れみをかけられるというのが私たちの信仰であるなら、それは聖霊についての真理と教義とを研究するだけで
なく、心を尽くしてそれを求めることによるのでしょう。
ただ真理を求めるだけでなく、牧師たちと信徒たちとが神の前にひざまずき、深いへりくだりのもとに、ただ一つこう叫ぶことによるのでしょう。
「私たちは神の御霊を悲しませました、神の御霊をほとんど持つことなしにキリストの教会を建てようとしてしまいました、聖霊に満たされた教会になることを求めて来ませんでした。」

教会における脆弱さは、すべて教会がその神に従うことを拒んだことに起因するのです。なぜそうなのでしょうか？　あなたの答えはわかっています。こう言
人に後ろ指を指されるような暮らしではなく、良い行いをし熱心に仕える暮らしをすることは出来るかもしれません。しかしながら、神に受け入れられ、神の救いと愛を喜ぶ、新しいいのちの力に満たされた人生を生きるためには、日々、毎時間、聖霊によって導かれることが必要なのです。
しかし、この危険に耳を傾けてみましょう。ガラテヤ人たちは聖霊を受けました。しかし、御霊に始まったことを彼らは肉によって完成させようとしたのです。　　どのようにしてですか？　彼らは割礼を受けなくてはいけないというユダヤ教の教師のもとに戻ってしまったのです。彼らは表面的に律法を守ることのなかに自分たちの宗教を見い出そうとし始めたのです。ですからパウロはこれらの割礼を施させた教師たちのことを「彼らは自らの肉のなかに栄光を求めようとした」といったのです。
あなたがたも「宗教的な肉」という表現を時々耳にすることがあるでしょう。これはどういう意味なのでしょうか？　
要するに「私の人間的性質、私の人間的意志、そして私の人間的努力は宗教的
そこに見ることが出来るでしょう。宗教的な努力というものは全て失敗に終わりました。罪と罪深い肉の力とが彼らを打ち負かし、思いもよらないほどに悲惨な状況に陥ってしまったのです。
これは我々にとって、言葉に現せないほどに厳粛なことです。キリスト教会のなかには、高い標準をもつ誠実さと敬虔さが欠如しているという不満がいたると
ころで見られます。信仰告白をしている信徒たちの間においてでさえもです。
あるとき商業道徳について説教がなされるのを聞きました。しかし、ああ、商業道徳だの不道徳だのについて語るだけでなく、キリスト者の家庭に行き、神がその子供たちを召しておられる生活、神が可能にしてくださる御霊によって歩む生活にも私たちが思いを馳せるのであれば！　
そしてそれにもかかわらず、愛の欠如や短気や辛辣さや苦みがどれだけ私たち
のうちにあることを思い、また信徒たちの間にどれだけ頻繁に争いがあることかを思い、妬みや嫉妬や過敏さやプライドがどれだけあることかを思うのであれば、私たちはこう言わざるを得なくなるでしょう。「神の子羊の御霊の御臨在のしるし
に熱心に努力していることでしょう。またある人はクリスチャンの働き人かもしれません。他の人たちは彼は大いなる犠牲を払って奉仕していると言うかもしれません。それでも、どこかに足りないものがあるとあなたは感じるのです。
その人は霊的ではないと感じます。彼の生活には霊性がないのです。誰からも「何と霊的な人だろう！」と言ってもらうことのないクリスチャンがどれだけ多くいることでしょうか。
ああ！そこにキリストの教会における弱点があるのです。「肉」--　この一言につきます。
さて、肉はいろいろな形でその姿を現します。
肉的な知恵という形で現れるかもしれません。私の心は何よりも宗教に関してたいへんに熱心であるかもしれません。聖書や神の御国に関して説教したり、書いたり、考えたり、瞑想したり、またそれらのことに心を向けることに大きな喜びを感じるかもしれません。
にもかかわらず、聖霊の力が明らかに欠落していることがありうるのです。
キリストの教会中でなされている説教について、次のような質問をしてみるとしましょう。御言葉の教えのなかに人を変える力がほとんどないのはなぜなのか、こんなにもたくさんの働きがありながら、永遠における結果がほとんど生み出されていないのはなぜなのか、なぜ信者たちを清さと聖別のうちに建て上げる力を御言葉がほとんど持たないのか。嘆かわしいことですが、このような答えが出てくることでしょう。聖霊の力が欠落しているからである、と。なぜそうなのでしょう？　それは、聖霊が本来持つべき場所を、肉と人間のエネルギーが占めてしまったこと以外に理由はないでしょう。ガラテヤ人の場合はそうでした。コリント人の場合もそうでした。パウロがこのように彼らに言ったことをご存じでしょう。
「あなたがたには御霊に属する人に対するように話すことができません。あなたがたは御霊に属する人であるべきなのに、肉に属しています。」
パウロは手紙のなかで、彼らの間にある争いや分裂について、どれだけ彼らを戒め、責めなければならなかったことか、あなたもご存じの通りです。
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